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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】令和3年11月4日(2021.11.4)

【公開番号】特開2021-103605(P2021-103605A)
【公開日】令和3年7月15日(2021.7.15)
【年通号数】公開・登録公報2021-031
【出願番号】特願2021-62589(P2021-62589)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   5/70     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/78     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  23/30     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  23/107    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/73     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/738    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  15/43     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/71     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/584    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/706    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ    5/70     　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/78     　　　　
   Ｇ１１Ｂ   23/30     　　　Ｅ
   Ｇ１１Ｂ   23/107    　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/73     　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/738    　　　　
   Ｇ１１Ｂ   15/43     　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/71     　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/584    　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/706    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月24日(2021.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テープ状の磁気記録媒体であって、
　基体と、前記基体上に設けられた下地層と、前記下地層上に設けられ、磁性粉を含む磁
性層とを備え、
　前記磁気記録媒体は、潤滑剤を含み、
　前記基体は、ポリエステルを含み、
　前記磁気記録媒体の平均厚みは、５．６μｍ以下であり、
　前記磁性層は、サーボバンドを有し、
　前記磁性層の表面には、前記磁性層の平均厚みの２０％以上に相当する深さを有する複
数の凹部が設けられ、且つ、前記磁性層の表面の単位面積１６００μｍ２あたりの前記凹
部の個数が、２０個以上２００個以下であり、
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　真空中における前記磁性層の表面における、単位領域１２．５μｍ×９．３μｍあたり
の潤滑剤染み出し量が、３．０μｍ２以上６．５μｍ２以下である磁気記録媒体。
【請求項２】
　前記潤滑剤は、脂肪酸と脂肪酸エステルを含む請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項３】
　前記磁性層の表面の算術平均粗さＲａは、２．５ｎｍ以下である請求項１に記載の磁気
記録媒体。
【請求項４】
　前記磁性層の表面の単位面積１６００μｍ２あたりの前記凹部の個数が、８０個以上１
８０個以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項５】
　真空中における前記磁性層の表面における、前記単位領域１２．５μｍ×９．３μｍあ
たりの潤滑剤染み出し量が、３．５μｍ２以上６．５μｍ２以下である請求項１に記載の
磁気記録媒体。
【請求項６】
　前記磁気記録媒体に全面記録／全面再生を２回行った後の動摩擦係数μＢと、前記全面
記録／全面再生を行う前の動摩擦係数μＡとの摩擦係数比（μＢ／μＡ）は、２．０未満
である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項７】
　前記磁気記録媒体の垂直方向における前記磁性層の角形比は、６５％以上である請求項
１に記載の磁気記録媒体。
【請求項８】
　前記磁気記録媒体の垂直方向における前記磁性層の角形比は、７０％以上である請求項
１に記載の磁気記録媒体。
【請求項９】
　前記磁性層の平均厚みは、８０ｎｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１０】
　前記サーボバンドの本数は、５以上である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１１】
　前記表面の面積に対する前記サーボバンドの総面積の割合は、４．０％以下である請求
項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１２】
　前記サーボバンドの幅は、９５μｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１３】
　前記磁性層は、複数のデータトラックを形成可能に構成され、
　前記データトラックの幅は、２０００ｎｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１４】
　前記磁性層は、磁化反転間距離Ｌの最小値が４８ｎｍ以下となるようにデータを記録可
能に構成されている請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１５】
　前記基体の平均厚みは、４．２μｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１６】
　前記磁性粉は、六方晶フェライト、ε酸化鉄またはＣｏ含有スピネルフェライトを含む
請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１７】
　前記基体の平均厚みは、３．８μｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１８】
　前記基体の平均厚みは、３．４μｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１９】
　前記磁性層の平均厚みは、７０ｎｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
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【請求項２０】
　前記磁性層の平均厚みは、５０ｎｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項２１】
　前記磁性粉の平均粒子サイズは、１２ｎｍ以上２５ｎｍ以下である請求項１に記載の磁
気記録媒体。
【請求項２２】
　前記磁性粉の平均粒子サイズは、１５ｎｍ以上２２ｎｍ以下である請求項１に記載の磁
気記録媒体。
【請求項２３】
　前記磁性粉の平均粒子サイズは、１５ｎｍ以上１８ｎｍ以下である請求項１に記載の磁
気記録媒体。
【請求項２４】
　前記磁性粉の平均アスペクト比が、１．０以上２．５以下である請求項１に記載の磁気
記録媒体。
【請求項２５】
　前記磁性粉の平均アスペクト比が、１．０以上２．１以下である請求項１に記載の磁気
記録媒体。
【請求項２６】
　前記磁性粉の平均アスペクト比が、１．０以上１．８以下である請求項１に記載の磁気
記録媒体。
【請求項２７】
　前記磁性粉の平均粒子体積は、１８００ｎｍ３以下である請求項１に記載の磁気記録媒
体。
【請求項２８】
　前記磁性粉の平均粒子体積は、１５００ｎｍ３以下である請求項１に記載の磁気記録媒
体。
【請求項２９】
　前記磁気記録媒体の平均厚みは、５．０μｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体
。
【請求項３０】
　前記磁気記録媒体の平均厚みは、４．６μｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体
。
【請求項３１】
　前記磁気記録媒体の平均厚みは、４．４μｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体
。
【請求項３２】
　前記磁気記録媒体の垂直方向における前記磁性層の角形比は、７５％以上である請求項
１に記載の磁気記録媒体。
【請求項３３】
　前記磁気記録媒体の垂直方向における前記磁性層の角形比は、８０％以上である請求項
１に記載の磁気記録媒体。
【請求項３４】
　前記磁気記録媒体の垂直方向における前記磁性層の角形比は、８５％以上である請求項
１に記載の磁気記録媒体。
【請求項３５】
　前記基体の長手方向のヤング率は、７．５ＧＰａ以下である請求項１に記載の磁気記録
媒体。
【請求項３６】
　前記基体の長手方向のヤング率は、７．０ＧＰａ以下である請求項１に記載の磁気記録
媒体。
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【請求項３７】
　前記基体の長手方向のヤング率は、６．６ＧＰａ以下である請求項１に記載の磁気記録
媒体。
【請求項３８】
　前記磁気記録媒体を回転させて磁化量を測定したときの磁化量の最大値を基準としたと
きの前記磁性層の上面に対して垂直な垂直方向における磁化量の割合と、前記上面に平行
な長手方向における前記磁性層の角形比との積の絶対値が、５００以上２５００以下であ
る請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項３９】
　請求項１から３８のいずれかに記載された磁気記録媒体と、
　カートリッジケースと、
　メモリと
　を備えるカートリッジ。
【請求項４０】
　前記メモリには、管理台帳データ、Index情報、または前記磁気記録媒体に記憶された
動画のサムネイル情報が書き込まれる請求項３９に記載のカートリッジ。
【請求項４１】
　請求項１から３８のいずれかに記載された磁気記録媒体の記録および再生をする記録再
生装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上述の課題を解決するために、第１の開示は、
　テープ状の磁気記録媒体であって、
　基体と、基体上に設けられた下地層と、下地層上に設けられ、磁性粉を含む磁性層とを
備え、
　磁気記録媒体は、潤滑剤を含み、
　基体は、ポリエステルを含み、
　磁気記録媒体の平均厚みは、５．６μｍ以下であり、
　磁性層は、サーボバンドを有し、
　磁性層の表面には、磁性層の平均厚みの２０％以上に相当する深さを有する複数の凹部
が設けられ、且つ、磁性層の表面の単位面積１６００μｍ２あたりの凹部の個数が、２０
個以上２００個以下であり、
　真空中における磁性層の表面における、単位領域１２．５μｍ×９．３μｍあたりの潤
滑剤染み出し量が、３．０μｍ２以上６．５μｍ２以下である磁気記録媒体である。
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